
サヌカイト演奏と花火のタベ

演奏は、3年前サヌカイトの音色に魅せ

られ、京都から移り住んだ新田とよ子さん

です。サヌカイ トを原料にして演奏ができ

るように作成したサヌカイ陶琴は、新田さ
んによると、弾<とマイナスイオンが発生

するらしく、家の中の空気が変わるそうで

す。高松市民には毎夜 100寺に鳴る鐘の音

でお馴|1染みの一曲「遠き山に日は落ちて」
の演奏から始まりました。聞いていてとつ

ても心がなごみました。ご先祖を思い起こ

しての曲目「アメージンググレース」や、

最後には花火をそれぞれに楽しみま

した。何十年か6や りだと言う方や、高

松まつりの花火が今年もないので楽し

いと言う方もおられました。皆さん童

lbに帰って、真夏の夜のひと時を過ご

しました。これでコロすも猛暑も乗り

切れそうな気分になりました。

去る 7月 31日 (上)徳成寺において、

寺ともサービス「サヌカイト演奏と花火のタ
ベ」が開催されました。連日の猛署日が続<
中、オリンピックの盛り上がりもコロす禍も

しばし忘れてサヌカイトの音色に耳を澄まし

て涼んでもらえればと企画致 しま した。

2007年から始まつた寺ともサービスの歴史

上、初めての夜の開催ではありましたが、各

地からこんなにた<さんの方がお集まり下さ
いました。サヌカイトが人展を引き付ける不
思議な魅力を実感しました。

演奏もありました。演奏終了後は、参加者の

皆さんが初めて見るサヌカイ陶琴なるもの

を実際に触れる機会が設けら

れました。何人かの方が、即

興で演奏し、腕に覚えのある

ところを披露して下さつて

ビックリしました。

ご縁をテーマに、中島みゆきさんの「糸」の
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